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座談会：新課程の数学 Iと数学A，教えてみてどうよ？

　新課程が始まりました。特に数学 I と 数学 A は旧課程と変わるところが多いように感じます。そこで
新課程 1 年目に数学 I と 数学 A を指導した先生方にお集まりいただき，指導後に感じたことをざっくば
らんに語っていただきました。今回は初めて編集委員以外の先生方もお招きしています。
出席者は以下のとおりです。

α : ベテラン教員。今年度，数 I と数 A を担当。勤務校の印象は「真面目だけが取り柄の生徒が集まっ
ている」

β : ベテラン教員。今年度，数 I と数 A を担当。勤務校の印象は「生徒の数学に対する意欲は厳しい」
γ : ベテラン教員。今年度，数 I と数 A を担当。勤務校の印象は「生徒は非常に真面目だが，数学はあ
まりできない」

δ : 5 年研修了。今年度，数 I を担当。数 A は 2 年になってから実施予定。勤務校での課題は「生徒に
点数をどう取らせるか」

ε : 5 年研修了。今年度，数 I と数 A を担当。勤務校の印象は「数学はもちろん，すべての教科，科目
に対して学習意識の高い生徒が多い」

ζ : 初任研修了。今年度は数 I と数 A を担当。勤務校の印象は「社会や英語が得意な生徒が多く，数学
は一番できない」

η : 中堅教員。新課程の数 I と数 A は未指導。数学部会委員。
θ : 司会。中堅教員。新課程の数 I と数 A は未指導。数学部会委員。

数学Aに整数が入りました

θ : 新課程が始まって 1年経ちました。何か
感じたことはありませんか。

γ : 整数問題は入試問題では意外に多く出題
される割に，今まで高校の内容であまり
取り扱われていなかった。だから，生徒
たちにとっては，整数が入ってきてよかっ
たという感じはする。特にmodについて
は，それを使って大学入試も解けるよう
な内容が出てきているので，詳しくやれ
てよかった。

α : 合同式が出てきたのは初めてだよね。
ζ : 合同式が発展にあることで，授業でも扱
えるし，テストにも出せる。ユークリッ
ドの互除法とか二元一次不定方程式など
が合同式を考えてやれるので助かったと
思っています。

γ : 教科書会社によって力を入れているとこ
ろが全然違う。初めてだから何をやれば
いいのかというのがわからないので，整
数のところだけは教科書を 3，4 種類家
に持って帰って見比べて，どれをやれば
いいのか悩んだ。

η : 合同式を入れるかどうかは，教科書会社

の中でも相当会議で揉めたらしいです。
やはり，しっかり入れた方がいいという
ことで，ページ数を割いたと聞いていま
す。どこの教科書会社でもそうだが，今
回は相当他社の出方を予想して「ここは
こういうところを出してくるだろう」と
いうのを考えて配列も考えているはず。5
年たって改訂版がでるときに，各社の足
並みがだいぶ揃うと思います。そういう
意味では，今回の教科書での扱いは教科
書会社によって相当差が出ていますね。
ただ，学習指導要領で発展の例が書いて
ある（ユークリッドの互除法など）ので，
そこに載っているものは載せざるを得な
いというところでしょう。

数学 Iにデータの分析が入りまし
た

γ : 本校ではデータの分析もやるつもりでい
たけど，他の分野で時間がかかってしまっ
た。だから，生徒人数分の問題と解答を
用意し，学検で生徒が自宅学習になると
きの宿題としてやるように指示し，授業
では 3時間程度，箱ひげ図まで扱った。3

人の担当者がいたが，他の 2人の先生も
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授業では多く扱えなかったので，「この部
分は 2年生の後半か，3年生になってセ
ンター試験で必要な生徒に対しては必ず
やるから」と説明して，先に進んだ。

ε : 前半のコンピュータを使うところの前ま
では，入学前の宿題として各自で勉強さ
せて，テストだけやった。コンピュータ
を使う部分に対してはコンピュータ教室
が使えないので，実質 Excelを使ってや
らせることは無理だった。時間があれば，
センター試験前にちょっとだけ触れるか
もという程度の打ち合わせになっている。

δ : 本校では今まで，1学期に 1章の数と式，
2学期に 2章の 2次関数を行い，3学期
に 3章の三角比をやっておしまい，とい
う流れでした。今年も例年通りでと言っ
てやったものですから，当然 4章の集合
と論証，5章のデータの分析は 2年生に
持ち越しということになる。データの分
析についてはまだ教員の間でも検討され
ていませんね。

α : データの分析って最終的にはどんな形で，
センター試験に出題されるんだろう。

η : あくまで個人的な予想ですが，今の数 IIB

の第 5問のような形ではないかと考えて
います。だからあの部分は注目度が高く
なっている。さらにここ数年の中で，今
回の第 5問の問題はだいぶ新課程を意識
した問題に変わりつつあると感じました。
数 Iが必修で数Aが選択なので，現行の
第 1 問〔2〕必要十分条件と同じくらい
でだいぶ短縮された形の扱いで出るので
はないかと思います。とりあえず，平均
と分散と相関係数くらいを出して，あと
ちょっというのが個人的な予想です。

α : 数学の教員というのはあまり統計を教え
たがらないですよね。できれば避けて通
りたい。

β : 統計ってなかなか我々も教えづらいし，コ
ンピュータの使用についても制限があっ

たりで，うちの学校では統計を後回しに
して数 IIをやっていた。理系の生徒にとっ
てはそのほうがいいんだけど，わずか 1

クラスくらいの生徒のために，あとほと
んどの文系の生徒にも統計を後回しにす
るのは不親切だという考え方がこのとこ
ろ出てきたので，来年は数 Iを全部やり，
数 II の先取りはやめようという方針に
なった。数 IIを中途半端にやるんだった
ら，数 Iを全部やってあげたほうが生徒
にとって親切だという発想だよね。確か
に，世の中で一番使われている数学は統
計な訳で，大多数の文系の生徒にとって
は統計をちゃんとやってあげる方がよっ
ぽど親切なんじゃないかというのが，先
生方の印象でもある。

課題学習も導入されました

θ : 課題学習については，各学校どのように
扱いましたか。確か学習指導要領上では
各単元ごとにやることになっていたと思
うのですが · · ·。

α : 授業を先に進めないと教科書の内容をや
り切れないので，やれなかったというの
が正直なところです。

β : 学校でというよりは，僕がそういうのを
好きなのでやりました。三角比が終わっ
たところで，校舎の高さを測りました。
校舎は真下からの距離が測れるので tan

で計算できる。学校の敷地の外にある鉄
塔の高さも測りました。2箇所で角度を
測って，その間の距離を測る必要がある。
でも面白がってやってくれた生徒は 20人
くらいかな。最初にいろいろなところの
角度を予想させて，角度を実際に測りま
した。最初は階段の角度を 70度って書く
生徒がいたりとか · · ·。

一同 : それは上れない (笑)

β : 学校の前の坂はだいたいみんな 30度くら
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いだと思ってましたね。実際は 4度でし
たけど。30度っていうのは学校の階段で
すよね。4度っていうのは 7%の坂です。
だから 7%の坂でも実際に上ると 30度の
ような印象を生徒たちは持つんですね。

α : 三角定規のイメージなんでしょうね。30

度，45 度，60 度の直角三角形だけだか
ら，30度はなだらかに感じる。

β : それから正弦定理でも教材を作りました。
半径 10cmの円に並ぶように点をいっぱ
い打って，適当に線を引いて角度を測ら
せて，電卓を配って，巻末の表を見て，sin
何度割る辺の長さを計算させて · · ·。生
徒はみんな 10になって嬉しいっていう反
応でした。

δ : 私も前任校のときにやりました。自分の
高校時代に数学の先生がやっていて，こ
れは面白いなということで。測ったりし
て数値が一致すると，面白いなって食い
つく生徒はいますよね。

θ : でも生徒に何か活動をさせてというと，
時間がかかりますよね。

β : かかりますね。しかも活動させて何かを
やらせるといった場合に，50分刻みの授
業じゃ無理ですね。測量は授業変更で 2

時間連続にしてやりました。
γ : 教科書に出ている課題学習の中で，3分の

1くらいは授業中に扱った。道順の問題
もそうだし，チェバの定理の逆なんかも
やるし，完全順列は問題集でも出ていた
りする。あくまで課題学習ではなく，教
材の一つとして扱っている。

η : 某社は課題学習といいつつ，ただの発展
問題ですね。これで課題学習なのかとい
う話もありますが。中学校の教科書って，
本編が半分か 3分の 2くらいになってい
て，後半はほとんど「自分で調べよう」
とか「考えよう」とかで，発展的な内容
になっています。たぶん進学校の生徒は

そういった問題を結構見慣れているので，
「教科書にこういう問題が載ってるよ」な
どと教えてあげると，生徒の方がそれを
見て「こういう内容につながっていくん
だ」という感じに進められると思います。
生徒の方がすんなり受け入れて，教員の
方が抵抗感が大きいと思います。

α : でも，それを見て「ああそうなんだ」っ
ていうのは，やはり進学校のレベルの生
徒だよね。

ε : 発展として使えそうなところはやりまし
たね。授業の流れを壊してしまうような
ところはやらずに。

β : 某社の教科書の後ろに出ている課題学習
は，まさに発展なんだけど，そこの教科
書会社の教科書では一番簡単なシリーズ
の教材の方が実は面白い。

θ : 課題学習についてはあまり積極的でない
ようですね。

γ : 時間的な余裕がない。教科書を進めなきゃ
いけないとなると，そこまでやっている余
裕がないというのが現実。時間的に余裕
があれば，考えてやれると思うんだけど。

β : うちは逆に発展，応用例題は飛ばしてい
るので，そういう意味では楽。

α : 結局進学校といわれる，受験生がいっぱ
いいる学校の場合は，発展や応用をやら
なきゃいけないわけでしょ。そうしたら
できない。今の教科書の仕組みで考えて，
それを全部網羅しようと思ったら，数学
だけで 1日に 2時間要りますよ。だから
週 10時間。そうすれば，余裕を持って課
題学習にも取り組めるんだけど。

集合が数学 Iへ

ε : 僕は数 Iに集合が入ってきたことに違和
感を感じました。それで場合の数は数 A

に残った。場合の数と集合は本来連続で
あるべきだと思いましたね。本校の場合
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は数 Iと数Aは直列でやっているんです
が，数 Iは教科書の流れに沿っているの
で，まず集合だけを数 Iでやって，それか
ら間を置いてどうしても場合の数をやら
なくてはいけない。したがって，まず復習
をしてからやるのですが，完全に忘れて
しまっている生徒も出てしまい，思った
より復習に時間がかかってしまいました。

γ : うちも今年は直列でやっていますが，数
Iの計算が終わった後に，集合をやって，
そのまま数Aの場合の数に移行できるよ
うな形で進めました。

3乗の展開，因数分解は数学 IIへ

ε : 3乗の展開，因数分解が，某社の数 Iの
教科書では発展になりましたね。実際は
数 IIなんですよね。そこの狙いがいまい
ちよく分からない。そこは数 Iでいいん
じゃないかと。

δ : 私も今回一番違和感を感じたのは，3乗が
消えたところです。大判の教科書になる
と 3乗が消えるんだと思ったんですけど
（笑），そうではなくて，新課程だからな
くなったというのを後で知りました。当
然うちのレベルでは 3乗は負担でしかな
いので，載ってないものをわざわざ掘り
下げることはしませんが，やはり高校へ
上がって数学の中で次数を上げるってい
うのは，大事なのではないかと思います。

γ : 発展なんだ。今気がついた。何の違和感
もなく順番も普通に 3乗をいれてやって
ます。結局子供たちは知識を求めるので，
「これは本当は 2年生でやるんだけど，や
るぞ」って言うと食いついてくるんで。

ζ : うちもやってます。発展は全部やってい
るので。

β : 本校は先生によってやったりやらなかっ
たりするんですが，僕なんかはやっちゃ
うほうですね。やっぱりそういう風に体
に染み付いているみたいで。

ε : 高校に入って 2乗で止まってしまったら，
ただの復習で終わっちゃいますよね。

η : 3乗公式が数 IIになった理由は 2つある
と思います。まず一つ，今回の学習指導
要領の大きなテーマが「スパイラル」で，
いろんなことを学年で分ける。つまり 1

年でやり，2年でやり，3年でもやる。小
学校で言うと，2年生で 1

2
とか 1

4
とい

う分数の形だけやって，計算は 3年生で
やる。通分とかは 4年生でやるというよ
うに学年をまたいでやるというのが今回
のテーマになっている。したがって，1年
で 2乗の展開公式までをやって，2年生
で 3乗までをやるというスパイラルが高
校まで続いているというのが一つだと思
います。もう一つは二項定理。それが上
がったのでそれにあわせたということな
のでしょう。

ε : 流れというか感覚的には，中学では 2乗，
高校では 3乗，それで二項定理も含めて
n次式の展開まではできるというほうが，
印象としては良かったと思いました。

δ : それならば 1年生で 3乗をやって，2年生
でもう 1回 3乗をやるでもよいのではな
いかと思います。それが反復，スパイラル
ということなのでは。スパイラルという
言葉を聞いたから，なおさら違和感が残
りました。3乗が消えてくれたのは，生徒
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のことを考えると，うちの学校にとって
はありがたい話だったと思うんですけど。

ボリュームがアップしました

α : 全体的に量が増えてますよね。数 Iでは
データの分析，数Aでは整数の性質，作
図など。今までの旧課程では 1年の段階
で数 IIまでやっていたけど，実際は数 IA

の教科書でしかも作図を省略して，やっ
と終わったといった感じ。

ζ : 進度や時間配分も苦労しました。1年目
は旧課程，2年目は新課程でやって，同
じ授業スタイルは無理。あきらめざるを
得なかったですね。章末問題も旧課程で
は授業で全部取り上げられてたけど，新
課程ではそれは無理でした。全くやれな
いわけではなかったけど，1年目と比べ
て応用的な問題が 10分の 1くらいしか
できなかった感じがします。

θ : そうすると，単元によっては長期休業中
に生徒に課題として予習をさせておいて，
授業で扱う時間を短縮するといった工夫
も必要かもしれませんね。

ε : 量が増えたというのは，多分どこでも同
じ。本校は数 Iも数 Aも一通り全部やっ
たので，その分生徒の印象としては，授
業のスピードは速くなっているのではな
いかと思います。

数学Aについて

θ : 本校は数学Aを 3分野ともやりましたが，
数学Aで 3分野からどこを選択するかに
ついての検討は各学校でどのようにした
んですか。

β : 本校は 2つしかやらないです。整数はや
らない。3年でやるかどうかはわからな
い。来年にならないと。

δ : たぶん整数はやらないと思います。まだ，
新課程の数 A をやってなくて，25 年度

の 4月から始めるんですが，おそらく例
年通りでやったら，2章で終わって，整
数には届かない。

θ : 他の学校は全部やっているんですね。2つ
だけにしようかという話には，一切なら
なかったんですか。

ζ : ないですね。
α : どうせ入試で出るんだから，3分野とも
やらなくてはいけない，というのが教科
内での申し合わせ事項になってましたね。

γ : 数Aを 3分野ともやると考えると，量は
増えたことにもなりますよね。

これから数学 I と数学 A を担当
される先生方へ

θ : 来年度以降，数 IAを担当する先生方に，
何かアドバイスがあればお願いします。

ε : やはり集合の扱いですね。数 Iの教科書の
流れに沿っていれるよりも，集合に関し
ては旧課程の流れ，場合の数の前に持っ
てくるのがいいと思ってます。数 Iでは
集合を飛ばして，数Aをやるときに連続
してやったほうがいいんじゃないかと思
います。

β : うちみたいに難しいところを飛ばし飛ば
しやっている学校だと，統計，資料の整
理って生徒にとって一番点数の取れると
ころなので，生徒のために来年度はちゃ
んとそこまでやりましょうという話になっ
ています。

ζ : うちの学校みたいに数 IAをまとめてや
る場合，集合と確率をまとめてやるとか，
数Aの図形と三角比をまとめてやるとか，
効率をよくしていかないと厳しいかなと
思います。数 Iと数 Aを別々の先生が担
当するのであれば，年度当初に上手く計
画を立てて，連携をとったほうがいいと
思います。例えば集合の扱いなど。結構
数 Iと数Aでかぶっている部分も多くて，
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あえてそこを離して違う時期にやるのか，
同じ時期になるようにやるのかというの
は判断の難しいところだと思います。あ
とは量が全体的に増えているので，全部
やるのであれば，数 Iの最初の部分は春
休みの宿題にして，授業でさっとしかや
らないという工夫をするとか。実質全部
の部分を丁寧にやるのは不可能だと思う
ので，どこを省略して，どこをしっかり
やるかの判断をきちんとするといいと思
います。

γ : 余裕を持って速めに進めておけばよかっ
た，というのが反省です。メリハリをつ
けて重要なところは濃く，まぁこれはと
いうところは素早く，というような感じ
の扱いを心がければいいと思います。

α : 担当者が 2人いますので，かぶらないよ
うに。3時間と 2時間で並行にやるとか
なり無駄がある。しかも，量が増えてい
るから，先ほど担当者間でよく話し合っ
てということがあったけど，それでも違
う教員が話をして，言い方が違うと生徒
には違う事柄のように聞こえてくるので，
本音はやっぱり直列にして配列を変えて，
数 Iと数Aで同じものはくっつけちゃう。
それでどんどん先に進めていくという形
で 5単位固めていくような授業方式でや
らないと，無理なんじゃないかと思って
ます。

理想の指導配列があれば · · ·

θ : 今回の座談会のまとめとして，もし数 IA

を直列で扱えるならばこの配列がいいと
いう提案をしていただきたいのですが。

ε : 集合の後に場合の数を入れたい。それか
ら，図形の性質と三角比は並べたい。

θ : データの分析はどこにいれますか。
ε : 整数とくっつけるのも一つではないか。
θ : それでは

1⃝ 数と式 (I)

2⃝ 2次関数 (I)

3⃝ 集合と論理 (I)

4⃝ 集合と場合の数 (A)

5⃝ 確率 (A)

6⃝ データの分析 (I)

7⃝ 整数 (A)

8⃝ 図形の性質 (A)

9⃝ 三角比 (I)

10⃝ 三角関数 (II)

という感じでいかがでしょう。
γ : ただ，これだと 2期制の場合，前期で数

Iしかやらないので，評価が数 Iしかでき
ない。それを避けるためにうちの学校で
は数と式の後に集合，場合の数，確率を
やったんだけど。やはり 2次関数は夏休
み前にやっておきたい。

α : 結局高校の数学は 2 次関数に始まり，2

次関数に終わるのでこれは早めにやりた
いですね。科目とか評価のことを気にし
なくてよいならこの配列が一番良いと思
います。

θ : 理想の配列といっても，学校によって事
情はいろいろですから，一つにまとめる
のはなかなか難しそうですね。まだまだ
話し足りない先生もいらっしゃるかもし
れませんが，この辺で座談会を終わりに
したいと思います。今日はお忙しい中あ
りがとうございました。

【編集委員会】


